
わが子・教え子を再び戦場に送るな！ 
                 憲法・平和・教育を守る  

テーマ  「子どもたちに平和な未来を 

           ～母女の歩みを明日へ～」 

一緒に考えてみませんか？ 

子どものこと・平和のこと・環境のこと・いのちのこと・

そして自分自身のこと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        主催 鹿児島県教職員組合 

                          099－223－8345 

☆ 講  演 ☆ 

「今、起きていること ～子ども・女性の未来を拓く～」 
          

          講 師： 辛
しん

 淑
す

玉
ご

 さん（人材育成技術研究所所長） 

                 プロフィール 

 東京生まれの在日コリアン3世。ビジネスショー、地方博・万博などのパビリオン 

運営、人材育成研究などを行う。特に女性人材の育成では定評をもつ。現在は、 

企業・自治体、教育機関からの依頼で、人材育成、人権に関わる研修・講演を行 

う。また、「世界一受けたい授業」などテレビ・ラジオでも活躍中。 

 主な著書「辛淑玉的現代にっぽん考」「差別と日本人」「その手に乗ってはいけ

ない」「いじめるな！」ほか。 

 

  

◇ と き  20１３年１１月1７日（日）10 時 00分 ～ １5時30分 
 

◇ ところ  鹿児島市立 長田中学校  （鹿児島市小川町３－１０） 
 

◇ 日 程  受  付   ９：３０～1０：００ 

        開会行事  １０：００～1０：３０ 

        講  演  １０：３０～１2：００ 

        昼  食  １２：００～１３：００（分科会打ち合わせ） 

       分 科 会  １３：００～１５：３０ 

       閉  会（分科会ごとに解散・後片付け） 

 



☆ 分科会 １３：００～１５：３０ 

分  科  会 分科会テーマ（問題提起） 

１ 学校と子ども 

 

小学校 学童保育を考える（曽於） 

中学校 知らないのは親、教職員だけ  

～ネット社会の友だち関係～（日置） 

２ 子どものいのちと環境の問題 「フッ素洗口」問題について考える（川薩） 

３ 平和のもんだい 復帰運動から学んだこと（奄美） 

４ ジェンダーのもんだい 学校での男女平等参画って？？ 

５ 母と女性教職員が手を結ぶ地域活動 『つながる』・『感じる』・『気持ち』 

～母女からの学び～（出水） 

 

☆ 昨年度の参加者感想より  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

☆ 参加希望者は・・・ 

参加・託児を希望される方は、居住区の教育会館（下記連絡先）へ連絡ください。 

 電 話 FAX  電 話 FAX 

鹿児島 
０９９ 

２２４－７３２２ 

０９９ 

２２４―７３９７ 

姶良・ 

  伊佐 

０９９５ 

４２－０００３ 

０９９５ 

４３－２９１８ 

南 薩 
０９９３ 

５３－５２２２ 

０９９３ 

５３－５２２３ 
曽 於 

０９９ 

４８２－１０５２ 

０９９ 

４８２－３０１８ 

日 置 
０９９ 

２７２－２６６７ 

０９９ 

２７２－２３１９ 
肝 属 

０９９４ 

４３－２２１２ 

０９９４ 

４３－８０５１ 

川 薩 
０９９６ 

２５－１１５０ 

０９９６ 

２７－０４６８ 
熊 毛 

０９９７ 

２２－００７２ 

０９９７ 

２２－００９６ 

出 水 
０９９６ 

６２－００１８ 

０９９６ 

６３－１０９２ 
奄 美 

０９９７ 

５２－０２１６ 

０９９７ 

５２－０６８１ 

 

 

 

 

 

＊ 上履きをご準備ください 

＊ 未就学児の託児所あり（事前に上記教育会館に申し込みをしてください） 

  おやつ代・保険料含む 200円 

＊ なるべく公共交通機関をご利用ください 

声をあげる大切さを感じま

した。「生きる」ということ「人

生勉強」ということ共感しまし

た。（母親） 

 いろんなお母さんや先

生方の話を聞くことがで

きてよかったです。（母親） 
 母親の方々の意見や声をたくさん聞

くことができてよかったです。学校で

もっとゆっくり保護者の方々と語りた

いです。（教職員） 

 同じ悩みがあったり、そ

の土地ならではの悩みが

あったり考えさせられま

した。（母親） 

女性の側から社会情勢

を見ると、多くの課題が見

えてくることが分かりま

した。（教職員） 


